
（目的）

第１条 　この規程は、社会福祉法人常光会（以下「常光会」という）役員就業規程第２条の規

程に基づき、常勤役員の報酬の支給について定めることを目的とする。

（役員報酬の意義）

第２条 　この規程における役員報酬とは、常光会が常勤の役員に対し、業務の対価として支払

うものをいう。

（報酬の決定基準）

第３条 　常勤役員報酬の決定基準については、職務実績、事業規模、収益状況、他の類似法人

等と比較、検討し、適正な職務の対価として理事会の決議を経て理事長が定める。

（報酬の種類）

第４条 　常勤役員の報酬は、役員報酬規程と職員給与規程とに区分する。

2 　使用人兼務役員の場合は、業務内容により、役員報酬か職員給与か何れかによって支

給する。

　但し、特に区分の必要がないと認められる場合は役員報酬規程第５条により支給する。

（報酬）

第５条 　常勤役員の月額報酬は、理事会の決定により、以下の範囲とし、支給額は全理事が理

事長に一任する。

理事長 1,200,000  円以内

常勤役員 900,000    円以内

（賞与）

第６条 　役員賞与は常勤役員に支給するもので６ヶ月以内の事業実績が顕著な場合に、理事会

の承認を得て、職員規程と同様の算出により理事長が支給する。

（役員の出張旅費）

第７条 　役員の出張については活動に必要な滞在費（日当、宿泊費等）を以下のとおり支給す

る。交通費及び参加費等は実費分を支給する。

実費分 実費分45,000                

理事長

常勤役員

50,000                

区分 滞在費

社会福祉法人　常光会

役　員　報　酬　規　程

交通費 参加費等



（役員会議等の費用弁償）

第８条 　当会の理事、監事、評議員が定期及び臨時の役員会に出席した場合は、以下の日当と

必要に応じ食事を支給する。

2 　上記日当には交通費の弁償が含まれる。

（常勤役員の通勤手当）

第９条 　常勤役員においては、特殊業務につき、通勤手当は支給せず、使用分のガソリン代を

支払う。

（報酬等の支払方法）

第10条 　報酬は、毎月１５日（その日が日曜日、休日又は土曜日に当たるときは、その日前に

おいて、その日に最も近い日曜日、休日又は土曜日でない日）に支給する。

2 　賞与は、毎年６月及び１２月に支給する。

3 　報酬等は、通貨をもって本人（死亡により退任した者の退職手当にあっては、その遺

族。以下同じ。）に支払う。ただし、本人から申し出があったときは、本人の指定する

本人名義の金融機関の口座に振り込むことができる。

4 　報酬等は、法令の定めるところにより控除すべき金額を控除して支給する。

（報酬の額の日割り計算）

第11条 　新たに常勤の理事に就任した者には、その日から報酬を支給する。

2 　常勤の理事が退任し、又は解任された場合は、その日までの報酬を支給する。

3 　月の途中において就任し、又は退任し、若しくは解任された場合における報酬の額に

ついては、その月の総日数から日曜日及び土曜日の日数を差し引いた日数を基礎として

日割りによって計算する。

4 　第２項の規定にかかわらず、常勤の理事が死亡により退任した場合は、その月までの

報酬を支給する。

実費分 実費分

非常勤役員 4,000                        

区分 日当

理事長 4,000                        

常勤役員 4,000                        

非常勤役員 40,000                



（協議事項）

第12条 　この規程に定めのない事項については、理事会において協議し、決定するものとする。

附則

本規程は、平成２７年４月１日から施行する。



　但し、特に区分の必要がないと認められる場合は役員報酬規程第５条により支給する。
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